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    Tetracyn was  used orally and intravenously on 11 cases of the acute gonorrhea, 
one case of the N.G.U., 10 cases of the acute pyelitis and one case of the peritoni-
tis. Two patients of the acute gonorrhea and a patient of the N.G.U. recured, but 
the others were cured. The concentration of blood was measured when they were 




等は,先 ず テラマイ シンの化学構造式 を明 らか
にし,更 にLederle研究所 の研究者達に よつ て
オーレオマイ シンの化 学構造式 も明 らかに され
た.此 の両者 は其 の化学構造式,性 状,抗 菌 ス
ペクトルが良 く似 てい る.即 ちテ ラマイシンは
Oxytetracyclineと呼 ばれ,オ ーレオ マイシン
はChlortetracyclineと呼ばれて 両 者 は 共 に
Tetracyclineなる核 を持つ てい る.
1952年,C.R.Stephens其の他はTetra-
cyclineが広範 囲な抗菌 スペク トルを有 し,テ
ラマイ シン及 びオーレオマイ シンよ り副作用が
少く安定性 のある抗生物質 である事 を知つた.
Tetracynは此のTetracyclineであ る.
我々に此 のテ トラシンの内服用錠 剤 と静脈注
射用粉末 とを,急 性淋疾 を主 とす る尿路疾患の
患者に使用 し,顕 著 な る治療成績 を収めたので
此処に紹介す る次第 である.
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術後3日 目よりテ トラシソを6時 間毎に2錠宛,総
量69を 内服させた所第3図の如 く下熱した,





















テ トラシソ250mgを静脈注射で1回だ け投 与 し
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が,第11例のみ注射中に腹痛及び口渇を訴 えた の み
で,他の症例は何等の異常 も認めなかつた,
VI考 按
経 口投与に よりテ トラ シンを急性淋疾6例 に
使用 した所,1日19,2日 間 の少量投与 の 第
3例 のみが再 発を来た した.然 し同様投与を し
た 第1例 は治癒 し,そ の他 の4例 も 治 癒 し
た.此 の事 実はテ トラシン による急性 淋疾 の治
療 にあた り,少 量 投与 の最低限界線が1日1gで
2日間 と云 う所に ある様 に思われ る.故 に淋疾
治療 にあたつ ては,こ れ以上 の薬量 を出来得 る
限 り多 く使用 すべ きであ る.1例 の非淋菌性 尿
道炎 に対 して1日29,3日 間の投 与で再発 を
来た したが,更 に長 期間投与すれば完全治癒を
見 られ るか否か に就 いては 今 後 検 討 を加えた
い.
静脈注射 によ りテbラ シンを急性淋疾5例 に使
用 したが4例 は治癒 した.中 で も第11例,第12
例は250mg1回 の注射で治癒 した事 は注 目す
べ きであ る.250mgを2回 注射 した第14例が
再発 したが,之 は注射 した 日か ら3日 間飲酒 し
安静を保 たなかつ た為で あろう.
急性腎孟 炎に対 しては経 口投与 で3例,経 静
脈投与 で7例 治療 したが,全 例 有効であつた.
皿 結 論
① テ トラ シンを経 口的或 は経静脈的に急性
淋疾11例,非 淋菌 性 尿道炎1例,急 性 腎孟炎10
例及 び手術後限局性腹膜炎1例 に使 用 した.
(2)テトラシンの経 口投 与 に於 いては,少 量
投与 を行った急性淋疾の1例 と,非 淋菌性 尿道
炎1例 に再発 を来た し,経 静脈投 与にては急性
淋疾 の1例 に再発を来た したが,他 の21例は総
て治癒 した.
③ 経 口投 与では毎12時2錠 宛,毎6時2錠
宛及 び初 回2錠,以 後毎6時1錠 宛の3方 法を
とり,経 静脈投与では250mg叉 は500mgを
1日 に1回 乃至2回 注射 した.
(4)経口投 与の3方 法 と経 静脈投与 の3方 法
に於 けるテ トラシンの血 中濃度 を測定 した.
⑤ 急性淋疾治療 の場 合,経 口投与 による最
小限度は1日19,2日 聞投 与であって,1日
29,2日 間以上 の投 与が望 ましい.
(6)経静脈投 与では,250mg1回 の注射 に
ても急性淋疾 を治癒せ しめ得 る.
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